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主催  代々木果迢会
お問い合わせ
Mail   info@yoyoginoubutai.com
FAX   03-3370-2757 ・ TEL  090-1208-8453 (小早川)

一般　5,000 円
学生　2,500 円
一般　5,000 円
学生　2,500 円

杜若（かきつばた）あらすじ

前売券※当日券 1,000 円増
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　諸国一見の僧が東国行脚の旅に出て、三河国八橋に至る。咲き誇る杜若の中を一人の里女が現れた。女は『伊勢物語』の「東下り」
にて業平が杜若を詠んだ『からころも』折り句の歌を語り、僧を女の庵に招く。女は業平形見の冠、二条后の唐衣を身に着けつつ、自分
は杜若の精であると告げる。杜若の精は業平が歌舞の菩薩であり、その歌の全てが妙文となり成仏への仏果をもたらすのだと語る。
　杜若の精は、華やかな衣装にて舞う中で『伊勢物語』に描かれた業平と二条后との恋を回想し、杜若菖蒲の色合いや花に舞う姿を見せ
ながら消えていった。

告知動画


